
観光消費額
２，５４７円/人･日 ⇒ ４，０００円/人･日

空き店舗の年間解消数
２．７件/年 ⇒ ２．７件/年 解消

１０年後には主要３商店街※の
空き店舗数の半減を目指す

地価の減少比率
△３．８２％/年 ⇒ △３．４６％/年 抑制

（Ｈ２８） （Ｈ３２） （Ｈ２０～Ｈ２９の平均）（Ｈ３０～Ｈ３２の平均） （Ｈ２７～Ｈ２９の平均） （Ｈ３０～Ｈ３２の平均）

福井県大野市 ～水を核とした多彩な歴史・文化資源を活用した活気に満ちた城下町の再生～

主なハード事業 主なソフト事業

実 施 内 容

目標設定

位 置 ・ 概 要

水に関する活動拠点施設（まちおこしセンター）を
整備し、水を活かした総合的な取り組みを推進

歴史的建造物を活用した博物館を観光
交流拠点に集約化し、再整備

舗装の高質化、建築物の修景などにより
歴史的まちなみを整備

地域資源である「水」の活用・事業推進に
おいて、海外とも連携し、地域の魅力の向
上だけではなく、文化・教育など多方面な
交流への展開を推進し、内外の人々を惹
きつけることで、地方創生につなげる活動

海外とも連携した水のブランド化

空き店舗を活用した新規出店の支援

【概要】 大野市は水と共生するまちであ
る。当市の宝であり誇りである「水」を核
とした地方創生につながる取組を官民連携
で推進するとともに、市のシンボルである
天空の城・越前大野城や今も残る城下町な
らではの歴史・文化資源にさらなる磨きを
かけることで、観光消費額の増加や空き店
舗の活用数を維持させ、活気に満ちた持続
可能なまちの再生を目指す。

【官民連携対象】㈱結のまち越前おおの、（一財）水への恩返し財団

大野市概要

市域面積：872km2
人 口：3３,８７６人

(平成３０年１月末現在)

大野市
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凡例
事業実施箇所 地区範囲
ハード事業 ソフト事業

まちおこしセンター整備

Carrying Water Project
・水を活かした新商品開発支援事業
・水をたべるレストラン
・みずコトアカデミー事業
・市民団体と連携した水まつり
健全な水循環のまち調査研究事業
空き店舗改修、創業支援事業
結の宿再生促進支援事業
まちなか文化芸術事業
越前おおの版ＤＭＯ設立検討事業
「大野へかえろう」プロジェクト

七間通り舗装高質化 L=370m

博物館整備 S=680m2

街なみ環境整備事業

まちなか賑わい創出事業

観光案内板整備

（※六間、七間、五番通り）

整備イメージ


